
落合第二地域センター・コミュニティ「おちあいあれこれ」展示 
富士講新宿区落合に、富士講があった。 

「月三落合惣元講社」 始祖は、三平信忠（～１８０６）で食行身禄(1671～1735)の孫弟子 平成元年、一人の女性 岡本和代(19４０～2013)が 運命的に、富士講に出会った。先祖が守り続けた大切なものを終わらせてしまう罪悪感が先達をつらいおもいで苦しめていたことに、果敢に誠実に取り組み、地域の皆を、心穏やかに終了の儀式に導き、自ら記録したのが、 この「富士講 岡本和代」である。（2019 年令和元年 6 月 15 日発行 コミュニティ「おちあいあれこれ」冊子）  「江戸は広くて 八百八町  講は多くて  八百八講 江戸に旗本 八万旗    江戸に講中 八万人」 18 世紀末から 200 年間 続いた月三講は、上落合の大塚に落合富士（現在地は月見岡八幡神社）を造営した。平成二年（１９９０．９．２8）西落合の葛谷御霊神社に於いて月三講社終了の儀が執り行われ、先達の遺品が奉納された。   古代から続く富士山信仰 御神体はコノハナサクヤヒメ 

 

 

 

富士山図と一〇八講曼陀羅 現存する曼陀羅は二点のみ 
 


